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日立グループのネットワークへの取り組み1

インターネットやスマートフォンの普及によって人々の
生活は大きく変化し，今やネットワークは生活に欠かせな
い存在となっている。今後は，あらゆる人・モノがネット
ワークにつながれ，収集されたデータに基づく価値が実社
会に再配布されることで，生活の質の向上や安全・安心な
社会が実現されると期待される。そのため，ネットワーク
には，急増するネットワークを安定して収容するさらなる
信頼性・高速性に加え，情報収集・価値再配布を行う「価
値再生産エコシステム」の基盤となることが求められる。
日立グループは，「IT×社会インフラ」を基本コンセプ

トとして事業を推進し，この社会の変化に対応したネット
ワークシステムの実現に寄与している。

IT（Information Technology），通信ネットワーク分野
では，社会インフラとしての信頼性・高速性と経済性を両
立するネットワークソリューションや製品を提供してい
る。急増するモバイルトラフィックを，高速性を損なわず
に効率よく収容するトラフィックマネジメントソリュー
ションがその例である。
社会インフラ分野では，エネルギー，交通，物流，公共

などへの適用に向け，通信ネットワーク分野で培った技術・
ノウハウを活用し，実社会の情報を収集するセンサー，セ
ンサー情報を効率よく通信するプラットフォーム，収集し
たビックデータを蓄積・解析するデータセンター向けネッ
トワークソリューション・製品を提供している。また，通
信キャリア向け無線技術を次世代航空管制などの社会イン
フラシステムに応用する次世代無線システムの開発を推進
している。
今後も，日立グループは，社会を支えるネットワークソ

リューションの先端技術開発およびソリューションや製品
の提供により，社会の変革に寄与していく。

トラフィックマネジメントソリューション2

トラフィックマネジメントソリューション（TMS：
Traffi  c Management Solutions）は，社会インフラで利用さ
れているさまざまなネットワークを可視化し，分析し，そ
して制御することによって最適で安定したシステムを構築

することをめざしている。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）リアルタイム分析
ネットワーク上を流れるトラフィックをリアルタイムで
分析制御することが可能である。ネットワークをリアルタ
イムに可視化制御することにより，制御前後のネットワー
クの状態を瞬時に把握できる。
（2）ビッグデータ分析
ネットワーク上の大量のデータを蓄積して分析すること
により，埋没している新しい価値を創出できる。
（3）投資最適化
リアルタイム分析，ビックデータ分析の結果からシステ
ムのボトルネックを可視化し，最適な投資計画を支援する。

TMSは，通信をはじめ，交通，農業，電力の分野にお
ける活用も期待されている。特に通信分野においては，国
内の通信オペレータに，通信ネットワークの輻輳（ふくそ
う）状態に応じてトラフィックを制御するシステムを2013

年に導入し，商用稼働中である。
今後，他の分野における適用を図っていく予定である。

ネットワークシステム

通信

農業 通信

交通 電力

計測 制御

鉄道 農業

あるべき姿を実現今を見える化

分析
本質を発見

・ ビッグデータ処理基盤
・ 高速処理基盤

・ リアルタイムデータ計測
・ キャリア実績を基にした
  データ収集ノウハウ

・ 上流の交通情報や車両状態を基に
  信号 ・ 標識を自動制御する。

・ 利用者ごとにリアルタイムで電力を
  切り替える（用途， 目的， 好みに応じて）。

・ 天候， 市場， 需要予測を基に出荷量を
  調整し， 需給バランスを保つ。

・ リアルタイムでのトラフィック分析 ・
  制御で， 常にネットワークを最適化する。

・ リアルタイム制御
・ 制御の効果を最大化する
  全体最適制御

工場 ・ プラント データセンター 建築 ・ オフィス 電力 ・ インフラ

2  トラフィックマネージメントソリューションのコンセプト
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NFV/SDNソリューション3

固定・モバイル・専用線網の統合による効率的な運用と，
エンドツーエンドの管理・制御によるきめ細かな品質・サー
ビスを提供する次世代ネットワークの実現に向けて，
NFV（Network Functions Virtualisation）/SDN（Soft ware 

Defi ned Network）に対応した製品を開発している。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）NFV

ユーザー認証・課金基盤との連携を行う IP（Internet 

Protocol）エッジ機構部でサービスチェイニングを実現す
ることにより，既存のサービスに対してファイアウォール，
WAN （Wide Area Network）高速化，不正アクセス防止な
どの仮想アプライアンス機能をアドオンし，新サービスの
提供を促進する。
（2）SDN

オーケストレータによって，VNFマネジャー経由でサー
バの利用状況を，SDNコントローラ経由でトラフィック
状況をそれぞれ収集し，かつ利用者要件に応じた仮想ネッ
トワークの管理・制御を行うことにより，統合網の効率的
な運用を実現する。
今後は，電力，交通，金融，医療などのミッションクリ

ティカルな社会インフラネットワークにも適用できるよう
に機能拡充を行う予定である。

データセンター向け
仮想ネットワーク基盤ソフトウェアによる
ファイアウォール運用ソリューション

4

パブリッククラウドや企業プライベートクラウドでは，
データセンターにおけるファイアウォールの設定変更が多

く，また，障害時の緊急措置などにより，管理マスタ情報
と稼働機器の設定情報の不一致が発生するため，運用管理
工数が大きくなっている。
それらの課題に対し，データセンター向け仮想ネット
ワーク基盤ソフトウェアを用いてファイアウォール運用ソ
リューションを提供している。これは，ファイアウォール
のルール（ポリシー）管理マスタ情報を基準とした以下の
特長を有している。
（1）機器設定ルールとの差分を可視化
（2）マスタ情報の変更内容の読み取りと各機器の自動設定
（3）設定直後の機器設定ルールとマスタ情報との一致を自
動確認
これにより，機器の設定だけでなく，その前後の設定高
信頼化作業も自動化できるため，設定工数の削減，作業品
質の向上を実現できる。
今後は，機器の動作確認まで自動化するなど，高信頼化
の観点でのさらなる運用自動化を推進する。

セルフサービスポータル，
クラウド管理ソフトウェアなど

API呼び出し

設定
情報

ロード
バランサ

内部サーバ公開サーバ

ロード
バランサ

設定
情報

外接ルータ
外部

ファイアウォール
内部

ファイアウォール

プロビジョニング

データセンター向け
仮想ネットワーク基盤ソフトウェア

Virtual Network Platform
for Datacenters

広域
ネットワーク

ルール投入

ルール検証

差分可視化 ・ 同期

ルール生成

情報同期

事前準備

設定変更作業

ファイアウォール運用の自動化

ファイアウォール
管理マスタ情報

4  データセンター向け仮想ネットワーク基盤ソフトウェアによるファイア
ウォール運用ソリューション

注：略語説明　API（Application Programming Interface）

OSS/BSS ネットワーク統合制御
（オーケストレータ）

VNFマネジャー SDNコントローラ 物理アプライアンス

仮想アプライアンス

外部サーバ

DC
DC

DC

ネットワーク利用者

M2M

モバイル（M）

コンシューマ（C）

企業（B）

ネットワークサービス

インターネット

企業（B）IPエッジIPエッジ
物理アプライアンス

トランスポートエッジ

仮想ネットワークW（B）

仮想ネットワーク（M）
仮想ネットワーク（C）

トランスポートエッジ

認証／
課金基盤

FW WAN
高速化

IDS
IPS

3  NFV/SDNソリューションを適用した通信ネットワーク

注：略語説明　 OSS（Operation Support System），BSS（Business Support System），VNF（Virtual Network Function），DC（Data center），
M2M（Machine to Machine），FW（Firewall），IDS（Intrusion Detection System），IPS（Intrusion Prevention System）
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ビジネスサポート基盤5

通信業界では，新サービスを迅速に構築してユーザー満
足度を維持向上し続けることが，他社競争力を高める重要
な要件となっている。この要件を満たすため，日立のビジ
ネスサポート基盤は，サービス申し込み，契約，料金請求
といったビジネスサイクルを支援するBSSを迅速開発する
BSSモデルフレームワーク，基幹業務ならではの信頼性を
保障するイベント制御基盤，新サービス創出を促すビッグ
データGW（Gateway）基盤という3つの基盤技術を有して
いる。これら基盤技術の特長を活用し，ユーザーニーズを
満たすサービスをタイムリーに提供し続けるための3つの
ソリューションを展開している。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）モデル駆動型BSS迅速開発ソリューション
BSSのデータ構造と業務フローをモデル化するととも

に，サービス戦略を起点とした設計方法を規定したBSSモ
デルフレームワークにより，事業者の戦略に合わせたBSS

を迅速開発する。
（2）イベント駆動型高速分散処理ソリューション
イベントを契機にトランザクションを保障しながら分散

実行するイベント制御基盤により，プロビジョニングやク
レジット決済などの信頼性要求の高い処理を高速に実行
する。
（3）ビッグデータGWソリューション
大量に発生する情報を価値ある形式に変換する処理をリ

アルタイムに並列実行するビッグデータGW基盤により，

M2Mデータや IC（Integrated Circuit）カード情報を分析
し，新サービス創出を加速させる。
今後は，通信業界のほか，ビジネスの信頼性と迅速性の
要求が高まりつつある社会インフラ関連の業界への展開を
図っていく。

M2Mトラフィックソリューション6

M2Mトラフィックソリューションは，現場データの収
集・管理・見える化，およびM2M機器やネットワーク制
御を一元的に行うクラウドサービスと，拡張性を備えた
M2M機器とで構成されるM2Mシステム基盤である。導
入に向けたコンサルティングから，システム設計，ネット
ワークの構築，クラウドサービスの運用・保守，さらには
業務アプリケーション連携などのサービスをトータルに提
供する。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）計測データはゲートウェイでまとめて効率よく伝送で
きるため，大規模なM2Mネットワークでも通信コストの
増加を抑えた効率的なデータ収集が可能である。
（2）現場環境の見える化に加えて，M2Mシステム基盤を
構成する機器の状態監視やネットワーク制御など，運用最
適化に必要な機能をクラウドサービスで提供する。
（3）クラウド上では，外部システムとのAPIを提供する。
また，顧客の業務システムやビッグデータ分析ツールなど
との連携を実現する。
今後も，企業のM2M導入を支援するネットワーク基盤

サービス
申し込み 契約 料金

請求

MVNO向け 固定 ・ モバイル統合 電力小売向け

迅速開発

統合ブロビジョニング

クレジット決済GW

（2）イベント駆動型
       高速分散処理ソリューション

M2Mリアルタイム分析

ICカード情報利活用

（3）ビッグデータGWソリューション

（1）モデル駆動型BSS開発ソリューション

ビジネスサイクル

高速処理
高信頼化

新サービス
創出支援

インフラ設備

ビジネスサポート基盤

（3）ビッグデータ
GW基盤（2）イベント制御基盤

分散 ・ 並列実行

サービス設定
（プロビジョニング）

利用情報
（ログ）

（1）BSSモデルフレームワーク

申込モデル 課金モデル

商品 ・ 契約モデル
BSSモデル

5  ビジネスサポート基盤によるソリューション
注：略語説明　MVNO（Mobile Virtual Network Operator）
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製品・サービスを拡充するとともに，海外キャリアとの連
携を進め，M2M関連事業のグローバル展開を推進して
いく。

通信コアパッケージソリューション7

社会インフラ基盤が ITへと変化を遂げる中，システム
開発においては，より短期間，より高い完成度での達成が
求められる。通信コアパッケージソリューションは，各種
通信・社会インフラ製品向けにあらかじめ設計・検証され
た技術資産をリファレンスデザインとして提供するもので
ある。製品開発の簡略化につながるため，設計者は新規製
品の機能強化や差異化に注力することができる。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）通信や産業機器向けに開発された各種Program 

ProductおよびSDK（Soft ware Development Kit：ソフト
ウェア開発キット）

（2）製造設計期間を短縮するための，Network Processor，
各種製品のコアとなる標準回路図およびBOM（Bills of 

Materials：部品表）を提供するHardware Design Kit

（3）評価ボードとProgram Product，SDKを一体化し，試
作評価の着手を可能とするPrototyping Starter Package

（4）開発支援のための技術支援，トレーニング，コンサル
ティング，保守サポートを提供するProfessional Services

今後，社会インフラ整備のスピード向上に貢献するため，
適用産業分野の拡大とリファレンスデザインの種類の充実
を図っていく。

拡張型メッセージキューソリューション8

近年，スマートデバイスの普及によって通信データ量が
増大する中，社会インフラ企業の通信システムでは，サー
ビスの継続性と高速性へのニーズが高まっている。従来の
メッセージ配信処理を担う通信システムは，メッセージ
キューイング方式を採用しているが，キューのある外部ス
トレージへのアクセスが性能ボトルネックであった。拡張
型メッセージキューソリューション（AMQ：Advanced 

Message Queue）は，以下の特長によってこの課題を解決
する。
（1）メッセージデータの複製を複数サーバに分散して格納
するKVS（Key-value Store）構成により，障害時のデータ
引き継ぎ処理を排除し，システムの無停止化を実現
（2）インメモリ分散KVS上にキューの構造を持たせたイン
メモリキューを採用し，大量メッセージの高速処理を実現
通信キャリア向けに培った技術は高い評価を受けてお
り，今後は，通信，交通，電力・都市といったミッション
クリティカルな社会インフラ企業向けの展開を進めていく。

データ
利活用

API連携

AirSense
 Sensor Node

AirSense
 Sensor Node

AirSense
Gateway

AirSense
Gateway

M2Mトラフィック
ソリューション
／クラウドサービス

10101001
01010010
10010010

業務システム
（故障予兆検知など）

現地作業サポート
（見える化）

端末 ・ 回線制御

道路

橋梁鉄道

風力発電
各種プラント

データセンター
火力発電所

クリーンルーム
生産ラインセンサー

温度， 湿度， ほこり， Co2， 電力量など

データ収集
通信制御

現場へのコントロール

データ蓄積
見える化

現場データ
の計測

現場データの収集
フィールド ・ キャリア網

6  M2Mトラフィックソリューションの概念と構成製品

情報通信

Prototyping Starter Packages
（リファレンスボード）

Professional Services
（技術支援， トレーニング， コンサルティング， 保守サポート）

SDK
（Linux， boot， drivers）

Network Processor
（32ビット／64ビット Multi-Core， rich Peripherals）

Hardware Design Kit
（標準回路図， BOM）

社会インフラ 産業

PP PP PP PP PP PP PP

7  通信コアパッケージソリューションの主な構成
注：略語説明　PP（Program Product）



57
日立評論 2015.01-02

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム

TCP最適化ソフトウェア9

従来のTCP（Transmission Control Protocol）通信の場
合，WANなどを用いた長距離通信において，往復遅延時
間※1）の増加やパケット廃棄※2）の発生によって転送性能が
大きく低下するという課題がある。TCP最適化ソフトウェ
アは，これまで日立WANアクセラレータの製品開発で
培った高速化通信技術をベースに，独自アルゴリズムを用
いて転送性能の低下を最小限に抑え，TCP通信そのもの
を高速化する。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）データセンターの仮想環境上で動作するソフトウェア
であり，ダウンロード方向の通信を高速化する。
（2）データセンターに導入するのみであり，拠点側への導
入やソフトウェアのインストールが不要である。
（3）WANを用いた長距離通信だけでなく，インターネッ
トやモバイル環境においても高速な通信を実現する。
（4）キャッシュ技術※3）では困難な，日々更新される大容

量データの転送時間の短縮を可能にする。
今後も，企業のグローバルな業務効率や生産性の向上を
支援していく。

次世代航空管制インフラ向けAeroMACS技術10

21世紀に入り，LCC（Low-cost Carrier）の登場でます
ます加速する航空機利用需要の増大に対応すべく，空港イ
ンフラにおけるイノベーションが求められている。これに
は，航空機運航の安全性および定期性を向上させる航空管
制が鍵となる。AeroMACS（Aeronautical Mobile Airport 

Communication System）は，空港面にある航空機，関連
車両，および空港面上設備をモバイルブロードバンドでつ
なぎ，次世代航空管制を支えるデータ通信ネットワーク技
術として期待されている。

※1）送信元がデータを送信し，受信側からの確認応答を受け取るまでの時間。
※2）ネットワーク上でデータが消失し，パケットが宛先まで到達しない状態。
※3） 一度送達したデータを中間の記憶装置に備え，再度送達する際にはその記

憶装置に保存されたデータを参照することで，ネットワークに流れるデータ量
を最小化し，データの転送時間を短縮する技術。

データセンター

オフィス

設計 ・ 製造拠点

外出先 ・ 屋外

センター側への
導入のみ

ルータ ルータ

ルータ
スイッチ

スイッチスイッチサーバ

WAN／
インターネット

モバイル
ネットワーク

クライアント

クライアント

スマートフォン

拠点側への機器の
導入は不要

クライアントへのソフトウェアや
プラグインの導入は不要

TCP最適化
ソフトウェア

9  TCP最適化ソフトウェア

特長1
データ分散構成による
システムの無停止化

スマート端末

自動車

スマートメータ

分散構成 振り分け ・ 変換 ・ 制御
通信

交通

電力 ・ 都市

社会インフラ

インメモリキュー

インメモリ分散KVS
（uCosminexus Elastic Application Data store）

ロードバランサ

大量のメッセージトラフィック 平準化されたトラフィック

特長2

拡張型メッセージキューソリューション

インメモリキューによる
メッセージの高速処理

8  拡張型メッセージキューソリューション
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国際連合の専門機関 ICAO（International Civil Aviation 

Organization：国際民間航空機関）の2007年勧告により，
AeroMACSには IEEE802.16e準拠の通信方式を用いる。
従来航空管制向け空港面データ通信のVDL［VHF（Very 

High Frequency） Digital Link］方式と比較して，2桁以上
の高速通信が可能となる。これにより，新たに気象情報や
機体整備状態などのデータ提供・共有を可能にし，また，
ビジュアルな監視データや高効率なフライト準備サービス
体制を構築し，航空離発着数増大と安全性・定期性向上の
両立を実現する。
日立は，AeroMACS標準化に積極参加するとともに，

国際標準を先取りしたプロト開発を進め，北米および日本
の政府系研究機関での実証試験に参加している。今後，グ

ローバル各国・地域での導入促進をさらに支援する予定で
ある。

屋内携帯アンテナ共用ソリューション11

スマートデバイスの利用拡大に伴い，商業施設やオフィ
スビルなどの屋内環境において，携帯電話がつながりにく
い，通信速度が遅いといった課題が顕在化している。これ
に対し，屋外の無線基地局の利用状況に影響されにくい安
定したモバイル通信環境を実現するため，屋内携帯アンテ
ナ共用ソリューションの提供を開始した。
主な特長は，以下のとおりである。

（1）各通信キャリアのアンテナを共用化した分散アンテナ
システムを日立資産として設置する。
（2）ビル側にとっては，BYOD（Bring Your Own Device）
やワークスタイル改革にも対応した高品質のモバイル通信
環境の実現につながり，ビルの付加価値向上に貢献する。
また，複数の通信キャリアとの交渉も日立が一本化して対
応し，省スペース化を実現する。
（3）通信キャリア側にとっては，効率的な屋内の通信環境
対策が可能になる。基地局設置交渉，アンテナ配置設計，
施工，運用監視（24時間365日の障害対応）までの煩雑な
作業は日立が一括で請け負う。
無線品質最適化技術や工事設計技術の適用に加え，今後
は，ビルデベロッパーとの連携をさらに強化し，屋内電波
環境の改善を加速していく。

国際航空通信
ネットワーク

10  AeroMACSを導入した空港面ネットワークイメージ

キャリア
A社

屋内対策の
依頼

導入システムの
調整 ・ 交渉

MO-DASの
サービス契約
月々利用料

屋内対策サービス
の提供

キャリア
C社

キャリア
B社

モバイルユーザー

ビル利用 通信料

キャリア
D社

デベロッパー
（ビルオーナー）

 ・ 設置場所の提供
 ・ 電源， 配管などの提供
 ・ 不感知対策費用の調整

  メリット
 ・ モバイル環境の改善と
   ビルの価値向上
 ・ 通信キャリア様との
   交渉工数軽減
 ・ 費用負担の軽減
 ・ 省スペース

日立製作所 通信キャリア
・ 複数キャリアの
アンテナ共用（集約）
（日立資産化）
・ モバイル電波環境調査
・ 通信キャリア様間の
  設置条件調整
・ モバイルアンテナ設備構築
  および運用 ・ 保守

 ・ 基地局の設置

  メリット
 ・ サービスエリア拡充
 ・ 対策費用按（あん）分による
   コスト低減
 ・ 初期投資費用低減
 ・ 置局交渉の負担軽減

11  屋内携帯アンテナ共用ソリューション
注：略語説明　MO-DAS（Multi Operator-Distributed Antenna System）


